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展示期間：2019.5.9（木）～5.29（水）
10：00～18：30

展示場所：11号館1階 図書館展示コーナー
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書名 巻数・冊数 出版地・出版者・出版年等

天民遺稿 3巻1冊 東京市、木内先生遺稿出版会、昭和6年（1931）

鴻渓遺稿 2巻2冊 岡山県、荘直温、明治39年(1906)

中洲文稿 第二集 3巻3冊 東京市、三島毅、明治33年(1900)

点石斎画報 甲集第1～12号 合1冊 上海、申報館申昌書画室、光緒10年(1884)4～7月

史記論賛集 1冊 ［明治期写］

中洲文抄 1冊 ［明治期写］

張翰林校正礼記大全 30巻10冊 ［明版］

五才子書水滸伝 75巻20冊 粤東、拾芥園蔵板、雍正12年（1734）序。

木内柔克旧蔵教科書 5点

譚海 1-2巻2冊 東京府、鳳文館、明治17年(1884)発兌

晩晴楼詩鈔 二編 7巻1冊 東京市、辻太、明治41年(1908)発行

老子道徳真経 2巻2冊 江戸、須原屋茂兵衛・須原屋平助、明和7年（1770）［刊］

今回の企画展では、木内柔克の旧蔵書を展示します。柔克は、明治
期から昭和初期にかけての教育者で、書家としても活躍した人物です。
教育心理学者の高島平三郎の紹介で、明治42年（1909）から日蓮宗
大学（後の立正大学）で教鞭をとりました。以降20年余り、立正大学の
中等科・大学科などで講師を務め、漢文や書道を教えました。昭和5
年（1930）に亡くなると、立正大学内に木内先生遺稿出版会が組織さ
れ、『天民遺稿』という漢詩文集が翌年に刊行されました。立正大学に
縁の深い教員の一人と言えるでしょう。 ＞
柔克の旧蔵書は、ご子息によって立正大学図書館に寄贈されました。
旧蔵書には近代の漢詩文集や漢籍が多く、講義で利用していた教科
書類も複数見られます。
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展示期間：5.9（木）～5.29（水） 10：00～18：30
展示場所：11号館1階 図書館展示コーナー


